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　次の文章は2025年４月の『日本経済新聞』に掲載された解説記事である。文章を読み、
以下の問１～問９に答えなさい。

「野菜価格の高
こう

騰
とう

、供給減の影響大きく　坂爪浩史氏　北海道大学教授」

　2024年の夏に起こった「令和の米騒動」以来、コメだけでなく生鮮野菜も値上がりが続
いている。25年２月の全国主要卸売市場では、キャベツの価格が前年同月比2.5倍、ハク
サイ2.4倍、ニンジンが1.7倍など、多くの品目が高騰している。
　こうした価格高騰の原因は、大きく分けて２つある。ひとつは生産コストの上昇である。
円安や国際相場の高騰により肥料、農薬、飼料、燃料など輸入原材料の価格が上昇した。
これらの価格は20年まで安定していたがその後上昇に転じ、24年には20年比で肥料、飼料
が約1.4倍、種苗、農薬が約1.1倍、光熱動力が約1.4倍などとなっている（農林水産省「農
業物価統計調査」）。
　先の「米騒動」までは、（1）こうした生産コストの上昇に販売価格が追いつかず、価格
転嫁の遅れが農政の一大課題となってきた。振り返ってみればこの米騒動はそれまでの小
売店頭での「値ごろ感」というデフレ経済のくびきから、食料品価格を解き放つ契機だっ
たといえる。生鮮野菜の高騰の要因の一つは、この遅れてきた価格転嫁である。
　価格高騰の原因のもう一つは、供給量の不足である。供給量が少なければ価格は上がり、
多ければ下がる。感覚的にも容易に理解できる経済の大法則であるが、問題はその程度で
ある。
　2.5倍に高騰したキャベツの卸売数量は前年同月比24％減、2.4倍に高騰したハクサイは
22％減、価格1.7倍のニンジンは24％減となっている。出荷量２割減で価格は2.5倍に高騰
しているのである。
　価格が２倍に高騰している米についても、24年秋に農協を含む主要な集荷業者が集荷し
そびれた数量に相当する21万トンの備蓄米放出が始まったが、これは年間消費量の３％に
すぎない。数％の数量不足によって、上を下への騒動になっているのである。
　ではなぜ、わずかな供給量の不足が価格高騰を招くのか。その理由ははっきりしている。
価格変動にそれほど左右されない、食料品に特有の消費者の購買行動である。経済学でい
う「（2）需要の価格弾力性が低い」状態である。
　総務省の「家計調査」では四半期ごとに品目別の支出金額、購入数量、単価が集計され
ている。これによれば、（3）キャベツの価格は24年10〜12月に前年同期比57％値上がりし
ていたが、購入量は22％しか減らなかった。ハクサイ価格も同じ期間に35％上昇している
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が、購入量は６％減にとどまっている。米に至っては価格が43％上昇したのにもかかわら
ず、購入量は逆に８％増えている。
　このように、価格が上がっても食料品の購入量はそれほど減らない。私たちはスーパー
で価格高騰に悲鳴を上げながらも、食料品売り場をスルーすることはせず、買い物かごに
野菜や米を入れていく。
　もし各家庭にいつもより１袋（５キログラム）の米が余計にストックされていたら、そ
の合計量は全世帯で28万トンになるのである。もちろん米卸も欠品は許されないから、い
つもより多い米を確保しているはずである。
　反対に最近では想像しにくいが、キャベツが大きく値下がりして一玉50円になったから
といって一度に２玉買う人はまれだろう。キュウリが１本10円になっても、これを10本買
うかといえば買わない。（4）価格が下がっても、購入量はそれほど増えない。これが生活
必需品で、なおかつ胃袋の大きさが上限になる食料品需要の特徴なのである。
　以上のような食料品の価格と数量との関係を図示したのが図表１である。図表１左図は
細かく見るために横軸を伸ばしているが、図表１右図は縦横の比率をそろえてある。縦軸
から読むと、価格が上下しても数量の変化はわずかであることが分かる。それが食料品の
需要曲線というものであり、この垂直に近い縦の線が、わずかな供給量の変化（今度は横
軸から読む）で大きな価格変動を生じさせるのだ。

　こうして食料品の市場価格は、図表２のように乱高下することになる。この上下動の基
準・軸になっているのが（5）自家労賃などを含めた生産者の生産コストであり、それに見
合った価格が再生産価格である。
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　生産者は、市場価格がこの再生産価格を上回れば利益が確保できると判断して生産を増
やし、逆に市場価格が再生産価格を下回れば利益が確保できないので生産を減らす。結果、
市場価格は再生産価格を中心に上下動を繰り返すことになるのである。
　この間の生産コストの上昇によって再生産価格も一段高くなっており、今後はその価格
を中心に動いていくことになる。問題はこの再生産価格が、価格変動の一通過点にすぎな
いということである。しかも、実際の価格は再生産価格の上昇幅（図表２では500円）よ
り大きく揺れ動く。
　こうした極端な価格変動は、農林水産省が政策として推進しようとしている、農産物の
適正な価格形成も難しくするだろう。特に青果物はほとんどの品目で保存がきかないため、
収穫・即出荷となり、短期的な価格変動がより激しい。
　（6A）農作物は季節に合わせて産地間のリレーによって供給されており、再生産価格は産
地によっても大きく異なる。（6B）複数の産地の出荷が重なったとき、（7）「適正な価格」を
どう設定するのか。しかも図表２からも分かるとおり、再生産価格と市場価格が一致する
のは一瞬のことなのである。
　適正価格を事前に定めて契約栽培、契約取引を推進することも、有効性には疑問符がつ
く。事前に契約した価格を市場価格が上回れば、出荷者が市場に逃げようとするだろうし、
下回れば買い手が逃げる。
　適正な流通量というストライクゾーンはもともと非常に狭く、さらに狭くなっている。
そしてそれをもたらしているのは、価格が高騰しても明日のコメは何としても確保したい、
毎食欠かさず野菜をとりたい、という我々消費者自身の購買行動なのである。
　そうはいっても、価格形成を自由放任のままにしてよいというわけではない。産地での
担い手の高齢化、労働力不足は深刻さを増しており、一度減少した供給量を復元する力は
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低下しているからである。
　現在は（8）米農家も野菜農家も、さらには食品卸も価格高騰のメリットを享受している
が、それまでのデフレ経済下で生産コストの上昇分を販売価格に転嫁できなかった分を取
り返して一息ついている状況である。
　今後、幸いにも産地が活力を回復し、生産拡大が実現すれば、あっという間に適正な供
給量をオーバーし、価格は下落する。そのときに生産を過度に縮小させない工夫が肝要で
ある。
　必要なことは、収入保険の拡充を含む所得補償的なアプローチであり、その基準として、
今日検討が進む「適正価格」を用いるべきである。そうして生産量を維持していくことが、
ひいては食料品の価格高騰を常態化させないことにつながると考える。

問１　下線部（1）に関して、本文における価格転嫁とは誰のどのような問題に対してど
のような解決を図った取り組みであるのか50字以内で説明しなさい。

問２　下線部（2）に関して、需要の価格弾力性は「需要量の変化」と「価格の変化」の
比を表した指標である。本文中の記述を手がかりとして、指標の定義としてより適切
な選択肢を選びなさい。
ア　一定の需要量の変化を分母として、そのときに生じた価格の変化量を分子とする
指標
イ　一定の価格の変化を分母として、そのときに生じた需要量の変化量を分子とする
指標

問３　下線部（3）に関して、文中のキャベツとハクサイのケースでは、どちらの方が需
要の価格弾力性が低いか。
ア　キャベツ
イ　ハクサイ

問４　下線部（4）に関して、文中のキュウリの例とは逆に、食料品の中でも、価格が下がっ
たときに需要量が十分に増える見込みのある品目をひとつ挙げなさい。また、その理
由を簡潔に述べなさい。
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問５　下線部（5）に関して、農家が再生産価格を検討する際に生産コストに含めるべき
でない費用として最も適切なものは次のうちどれか。
ア　農機具の燃料費
イ　野菜の種子や苗の代金
ウ　既に所有している土地の時価評価額
エ　手伝ってもらう人へのアルバイト代

問６　下線部（6A）について、「季節に合わせて産地間のリレーによって供給」とはどの
ような仕組みであると推測されるか。また、下線部（6B）にある「複数の産地の出
荷が重なった」場合、市場価格はどうなると推測されるか。２つ合わせて150字以内
で説明しなさい。

問７　下線部（7）に関して、文中では「適正な価格」という表現が「」（かぎかっこ）を
用いて表されている。筆者があえてかぎかっこを用いる理由について、筆者の意図を
解釈し説明しなさい。

問８　下線部（8）に関して、米の価格変動と野菜の価格変動とで、変動する理由は、ど
のような点では共通していて、どのような点で異なっているだろうか。商品の特性を
勘案し、本文の内容を参考に220字以内で論じなさい。

問９　2025年６月以降、米の価格に対する介入政策として、随意契約による政府備蓄米の
販売が行われた。この政策はどのような目的で行われたか。また、筆者の考えを踏ま
えれば、今後の米の生産にどのような影響があると考えられるか。250字以内で論じ
なさい。
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